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図3-2-ll標準／白紙印刷におけるDimethylbenzene濃度の比較
3－3考察
3－3－1温度・湿度
チャンバーは，換気量が少なく機密性が高いため，温度・湿度を
実空間と比べることは無意味だが，プリンタの運転に適切な環境は
最低限維持する必要がある。チャンバー内温度は,Printerlが15℃
上昇し,Printer2は10℃上昇した。Printer3はほとんど温度は上が
らなかった。温度の面では,10～35℃という環境条件をクリアする
ことができた。また,PrinterlがPrinter2よりも発熱することも確
認した。
湿度に関しては,Printerlが相対湿度が98%にまで達し，環境条
件の0～95％をクリアできなかった。Printer2は,Printerlほどでは
なかったものの，30％から70％に上昇した。なお,Printer3はほと
んど変化しなかった。
温度・湿度の上昇が測定に与える影響は定かではないが，今後こ
れらを制御できるチャンバーで実験をする必要がある。また，レー
ザープリンタは環境に対する負荷がインクジェットに比べて大きい
ことを確認した。
3－3－， オゾン
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図3－2－4に示したように，チヤンバー実験ではオゾン濃度は安定
して測定された。Printerlは約25ppb,Printer2は約5ppb上昇し，
Printerlの方がPrinter2よりもオゾン発生量が多いという実測の結
果に沿う形になった。
どちらのプリンタも印刷開始から増加し始め，やがて定常に達し
た。印刷をやめるとオゾン濃度はただちに減少し始めるが，すぐに
初期濃度には戻らずにゆっくりと減少した。
3－3-3VOC
レーザープリンタからは，実測と同様にStyrene,Xylene,
Dimethylbenzene,Ethylbenzeneが同定できた。また，インクジェッ
トプリンタからはPentanolの発生を確認することができた。
レーザープリンタから発生するVOCは，実測よりも著しく高い
濃度で測定された。Printerlでは,Xyleneは約2000"g/m31Xylene
は約3000"g/m3,Styreneは約500"g/m3,Ethylbenzeneは約300
"g/m3と，実測におけるPointlでの濃度の約10倍の値を示した。
一方,Printer2ではStyrene以外はほぼ実測のPointlと同様の濃度
を示した。Styreneは100"g/m3に達し，実測の値を大きく上回っ
た。発生特性は実測と同様でXylene,Dimethylbenzene,Ethylbenzene
はアイドリング時から存在し，印刷と同時に上昇するが,Styrene
は印刷時にのみ測定され，上昇した。
Printer3からは,100"g/m3をこえるPentanolが測定され，印刷
開始と同時に上昇する挙動を示した。Pentanolは，アイドリング時
には極めて微量なことと，プラスチック・ケーシングから揮発する
物質ではないことから，インク由来のVOCだと考えられる。
次に，プリンタをON/OFFの状態にしてVOCの測定を行った実
験では，図3－2－9に結果を示すように,Xylene,Dimethylbenzene,
Ethylbenzeneはアイドリング状態(ON)でも発生しており，揮発
しやすい物質と言える。OFFの状態では，どのVOCもほとんど検
出されなかった。Styreneは，アイドリング状態でも発生していな
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い○また，図3~2－10に示した標準印刷と白紙印刷の比較では，白
紙印刷の場合は極めて微量しか出ていない。以上のことから，
Styreneはトナー 由来であると言える。Xylene,Dimethylbenzeneの
白紙印刷時の発生も少ないが,Styreneに比べれば多く，これは，
トナーへの加熱がないために温度が標準印刷ほど上がらなかったた
めと考えられる。
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第4章結論
4－1本研究のまとめ
本研究は，プリンタから発生する汚染物質の発生特性とその室
内空気質への影響を評価することを目的とした。実空間においてプ
リンタを運転して実測を行い，室内空気質への影響を評価した。ま
た，汚染物質の発生特性を評価するためにチャンバーを作製して，
チャンバー実験を行った。
本研究において得られた結論を以下にまとめる。
l)
2）
3）
レーザー＝プリンタからは，種類によって発生量に差はあるが ,
オゾンおよび粒子,VOCが発生する。排気口のフィルターによ
ってこれらの汚染物質は軽減されるが，排紙口から高濃度で発
生する。VOCは，プリンタのプラスチック・ケーシングから発
生するXylene,Dimethylbenzene,Ethylbenzene,トナー から発
生するStyreneなどが確認された。発生した粒子は，ほとんど
10"m以下の微小なものであった。オゾンは発生しても反応に
より消失するが，粒子およびVOCは室内に拡散して室内空気
質を悪化させる懸念がある。
インクジェットプリンタ（バブルジェット方式）は，オゾンの
発生はなく，粒子発生もレーザープリンタに比べると微量であ
った。しかし,VOCはインク由来のPentanolが発生すること
が確認された。
チャンバー実験では，実測の10倍近い濃度でオゾンとVOCが
測定された。実空間では汚染物質は環境中に拡散されるものと
考えられる。
120
4－2今後の課題
本研究のさらなる発展を期し，今後の課題を以下にまとめる。
、オゾンとVOCの反応によって粒子やアルデヒドが発生する二次
汚染が考えられる。
・本研究で作製したチャンバーは，温湿度環境を制御することが
できなかった。環境条件を実空間に近づけたチャンバーによっ
て汚染物質の発生量を測定することが必要である。
・本研究ではインクジェットプリンタをバブルジェット方式のも
の1台しか試験しておらず，ピエゾ方式のものも含めて試験体
の数を増やしてVOCの定性・定量を行い，比較する必要がある。
、本研究で計測した粒子は，粒径20～500nmの範囲だけなので，
20nm以下の超微粒子は検討されていない。
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